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(5) 試作した PF プラズ、マ溶射装置を用いて作成した溶射皮膜は溶射材料とほぼ等しい組成をもち，かっ酸素量の著
しい低減から良好な耐食性を示すことを明らかにしている。
以上のように本論文は，溶射皮膜耐食性の電気化学的評価法を確立すると共により高い耐食性をもっ皮膜を得るこ
とを可能とする新しい溶射法を提案，実証している。その成果は表面工学並びに防食技術の発展に寄与するところ大
である。よって本論文は博士論文として価値あるものとみとめる。
